
滋賀県環境こだわり農業推進基本計画　【概要版】
～　こだわりがつなぐ農産物と人の和　～

環境こだわり農業のさらなる推進を図るため、「生産」、「流通」、「消費」

のそれぞれの視点から、3つの基本方針を掲げる。

さらに、「生産」、「流通」、「消費」の連携した取組を推進する。

Ⅰ 計画策定の趣旨等

１ 計画策定の背景

・環境こだわり農産物の栽培面積の伸び悩み

・消費者への環境こだわり農業のさらなるPRの必要性

・加工、食育など新たな分野における環境こだわり農産物利用の

必要性

・琵琶湖保全再生法やＴＰＰ合意を踏まえた対応

２ 計画策定の目的

・より安全で安心な農産物の供給拡大と、さらなる環境への負荷削

減を推進するために策定

３ 計画の位置づけ

・条例第7条の規定に基づき、環境こだわり農業の推進のための目

指す姿や基本方針、施策の方向、成果目標等を定めるもの

４ 計画期間

・平成28年度から平成32年度までの5年間

５ 進行管理と評価等

・新たな指標に基づき、年度ごとに施策の進行管理と評価を実施

・本計画の初年度から、外部の意見を聴きながら新たな取組を検

討し、次期5年間の計画に反映

Ⅱ 現状と課題

１ 環境こだわり農業の現状

・環境こだわり農産物栽培面積(H26:14,353ha。うち水稲は

12,736haで、県内水稲面積の41%)

・環境こだわり農業の推進等による、県内の化学合成農薬の使用

量の減少(H26はH12と比較して40.5%削減)

・代かき、田植え時期の主要河川の透視度(H26:42.1cmで横ばい)

・家畜ふん堆肥の利用率(H21：64%→H26:67%)

・「魚のゆりかご水田」など豊かな生きものを育む水田(H26:221ha)

・環境こだわり農産物認証マークを表示して出荷・販売する組織

(H21：87組織→H26:112組織)

・環境こだわり農産物を継続して利用する消費者の割合

(H21：28%→H26:32%)

２ 課題

・環境こだわり農産物の栽培面積が伸び悩み、特に園芸品目の取

組が停滞

・代かき、田植時期の河川透視度について、改善効果が見えにく

い

・耕畜連携による家畜ふん堆肥の利用が進みに

くい

・環境こだわり農産物を常時購入できる店舗が

少ない

・環境こだわり農産物の加工食品が少ない

・県民の環境こだわり農産物に対する認知度

が依然低い

Ⅲ 目指す姿（概ね１０年後の姿） Ⅴ 施策の方向（5年間：平成28年度～32年度）

環境こだわり農業技術の普及と環境こだわり農産物の生産拡大

を推進します。

環境こだわり農産物の流通・販売を促進します。

基本方針２《流通》

環境こだわり農産物の積極的な利用を促進します。

環境こだわり農業のさらなる推進のために、「生産」、「流通」、

「消費」に関わる各主体の連携した取組を進めます。

基本方針１《生産》

基本方針３《消費》

連携した取組

○環境こだわり農産物の生産振興

・生産技術等の開発・普及推進、栽培指導による、生産拡大と品質向上

・みずかがみなど環境こだわり米の栽培面積の拡大、園芸品目の重点化

・国交付金活用による、環境こだわり農産物の組織ぐるみでの栽培の推進

○琵琶湖および周辺環境への負荷削減に向けた取組の推進

・化学合成農薬および化学肥料の一層の削減の推進

・環境負荷削減に向けた新たな技術の確立、環境負荷削減効果調査の実施

・啓発活動や浅水代かき等の促進による、農業濁水の流出防止

・有機農業の取組を支援、認証制度での新たな表示を検討し実施

○生物多様性保全および地球温暖化防止に向けた取組の推進

・「魚のゆりかご水田」など生物多様性保全の取組拡大

・家畜ふん堆肥の施用など、温暖化防止に向けた取組の推進

・農業者が実施する新たな環境保全の取組支援

基本方針１《生産》

○環境こだわり農産物の付加価値の向上

・園芸品目の用途別生産・出荷の推進（市場・量販店向け、直売所等向け）

・認証マークを表示した出荷・販売の促進

・環境こだわり米の区分管理による、大口流通の促進

○環境こだわり農産物の販路の拡大、販売店の確保

・農産物直売所等における、環境こだわり農産物のコーナーの設置促進

・環境こだわり農産物の生産に関する情報の発信

○加工食品での環境こだわり農産物の利用促進

・環境こだわり農産物の加工食品での利用・販売の促進

・環境こだわり農産物による６次産業化の推進

○消費者へのPRと理解促進

・環境こだわり農業の意義や効果、農業者の努力を積極的に発信

・メディア、インターネットによる情報発信、認証マークの表示内容を見直し

・琵琶湖・淀川流域の消費者等に対する理解促進、消費拡大

○飲食店等における利用拡大

・飲食店や事業所食堂等における環境こだわり農産物の利用推進

・「おいしが うれしが」キャンペーン登録事業者への取扱いの働きかけ

○環境こだわり農産物を用いた食育の推進

・環境こだわり農業や琵琶湖等の環境保全について学ぶ機会の提供

・学校給食での環境こだわり農産物の利用促進

基本方針２《流通》

基本方針３《消費》

○生産、流通、消費を結ぶ取組

・農業者自身によるセールス活動等の支援

・こだわり滋賀ネットワークなどの消費者が活動する団体等との協働

・生産者と流通・販売事業者等との商談会やマッチングの設定

○新たな分野との連携

・農業者等と商工・観光、福祉等の新たな分野との結びつき確保

連携した取組

Ⅳ 基本方針

○県内の農業者等は、生産のあらゆる場面で環境こだわり農業技術

を取り入れており、この結果、琵琶湖等の環境保全に貢献しています。

○農薬と化学肥料の使用量について、通常の栽培の半減からさらに

削減した農産物づくりが進んでいます。

○環境こだわり農産物の生産量と流通量が増え、季節ごとに色々な

農産物が店頭に並んでいます。

○県内および京阪神地域の消費者は、環境こだわり農産物の意味や

内容を理解し、積極的に選んで購入しています。

Ⅵ 各主体の取組

１ 農業者等

環境こだわり農業の実践と環境こだわり農産物の生産拡大を進め

ます。

２ 農業団体

農業者が環境こだわり農業にまとまって取り組めるよう、組織化や

指導・支援を行います。

３ 農産物販売業者

環境こだわり農産物を積極的に取り扱うとともに、生産と消費をつ

なぎます。

４ 消費者等

環境こだわり農業への理解を深め、環境こだわり農産物の積極的

な利用に努めます。

資料２
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